
第３回放課後子どもひろばふかさわ外５施設
指定管理者選定委員会　議事概要

１　日時
　令和７年（2025年）７月25日（金）９時30分から13時まで

２　場所
　　第６分庁舎６０２会議室

３　出席委員
　加藤委員長・田村副委員長・壽委員・大西委員・河合委員

４　事務局出席者
正木（青少年課長）・白井（青少年課青少年担当職員）・髙橋（青少年課青少年担当職員）

５　審議等内容
　(１)　はじめに
　　　　公開ヒアリングに先立ち、公開ヒアリングの流れ及びその内容の確認を行った。
　　　　プレゼンテーションのテーマは、【多様な子ども達を尊重する支援員をどのように育成するか。子ども達にとってほっとする場となり、かつ、やりたいことを選べる居場所をつくるためにどのように工夫するか。】とした。
第１回選定委員会での協議の際に、会議の中で皆様から多く出たテーマのご意見として、現代の子ども達は管理される場面も多いなか、子ども達自身で主体的にやりたいことを選べるような居場所であってほしい。様々な子ども達がいるなかで一人一人を尊重し、多様性をもった対応ができる職員を大切にする指定管理者であってほしいというご意見を反映し、前述したテーマとした。

　(２)　公開ヒアリング（プレゼンテーション及び質疑）
　　　　応募団体が、放課後子どもひろばふかさわ外５施設に関する内容について、テーマに沿ったプレゼンテーションを行い、その後、選定委員から応募団体に対して質疑を行った。
　　　　主な質疑内容については、別紙質疑応答表のとおり。

　(３)　採点及び審議
　　　　各団体の採点結果は、採点表のとおり。
　　　　なお、応募団体は最低基準を満たしていたため、選定委員５人の採点を総計し、その合計点で最高点を獲得した株式会社明日香が優先交渉権者として選定された。

　(４)　講評
　　　【講評】
委員長：施設の現場報告が丁寧で、駄菓子屋マップといった活動から現場性が高いことがうかがえる。学校の先生方との連携があり、ノンコンタクトタイムの導入など今後の見通しを考慮した取り組みが見られる。
副委員長：子供への寄り添い方が良かったと感じた。その姿勢が本当に子供の声を聞き、願いを叶えていると伝わってきた。また、どの応募団体も性犯罪への対応が迅速であることから、対応力を感じた。ただし、本部との連携や体制が見えづらかったため、しっかりした体制がより明確に伝わると良いと考える。乳幼児支援に力を入れる姿勢を示しているので、困っている母親の受け皿となることを期待する。
大西委員：現在実施している現場の話が分かりやすかった。現場のひとが話すとすごくリアリティがあってよかった。
河合委員：手作り感があったのがよかった。補足資料を持ってきてくれて、こちらへの配慮も感じ、児童へも配慮していると感じた。保護者の花の話などもよいと感じた。資料の手作り感があたたかい感じを受けた。画面だと読めないようなところには、紙の資料を持ってきて気遣いがあり、そういうのが子供の支援にも活かされるといいなと感じた。保護者のお花の写真が印象に残って、保護者もすごく感謝してるんだなと読み取れ、安心感があった。
壽委員：現場に近い方が話されていのがすごく印象的で、実際に子供にどうやって対応してるのかよく見えたなと感じた。また、幼児に対して、夏休みや土曜日も受け入れいてる試みの記載があり良かった。
